
　

2007年 3月 22日

平成18年度ユビキタス食の安全・安心システム開発事業

「生産資材適正使用ナビゲーションシステム
と統合された小規模事業者に導入可能な
トレーサビリティ・システムの開発実証」

平成18年度ユビキタス事業事後評価会
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事業の課題
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●平成１７年度ユビキタス事業で明らかになった課題（全国的な普及のための条件）

　１）農薬登録情報やＪＡＮコードデータなど、システム運用に不可欠な農薬関連データの収集と汎用的な提供
　➣　多種多様なシステムがネットワーク(Ｗｅｂ)経由で利用できる農薬関連データ収集・提供の共通基盤システムの構築

　２）農薬適正使用事前判定、履歴自動記帳の仕組みの農薬以外の生産資材への適用
　➣　動物用医薬品、肥料、飼料などの「生産資材データベース」と「生産資材適正使用ナビゲーションシステム」の構築

●今年度事業における課題の再設定（今年度事業で解決すべき課題・問題点）

　１）動物用医薬品に代表される農業資材全般のデータを誰でも利用できる共通基盤データベースおよび低コストに事前判定
　　　・警告・履歴記帳できるシステムの構築
　➣　生産・出荷段階における生産資材適正使用および使用履歴記帳の促進

　２）小規模な流通・小売業者が、省力的に流通履歴情報を登録・共有できるシステムの構築
　➣　流通段階におけるトレーサビリティ・システム普及の促進

●今年度事業における課題の実現方法（継続利用を前提とする）

　１）平成１７年度ユビキタス事業でＪＡてんどう等個別事業主体向けに開発した「農薬ナビを活用した農薬使用リスク管理
　　　システム」をベースに、全国の複数の農協が低コストで利用できるように、また、動物用医薬品等生産資材全般に対応
　　　できるように、汎用的な集中情報処理提供システムを新規に構築する。

　２）小規模な流通・小売業者における実用性・普及が期待できるように、送り状単位でのロット形成に対応し、流通履歴
　　　情報の登録・照会がＱＲコードのみで可能なシステムを新規に開発する。
　　　このシステムは、農林水産省「食品トレーサビリティ・システム導入の手引き」および「品目別ガイドライン」を参考
　　　にした簡易なシステムとする。
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開発したシステムの概要 - 生乳のチェーントレーサビリティの実現 -
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●生乳トレーサビリティの現状の課題

（１）一般的な酪農家では、搾乳できる乳牛の識別が目視で行われている。
（２）一般的な酪農家では、搾乳牛とバルククーラー（酪農家に設置の貯乳タンク）の対応付けが記録されていない。
（３）酪農組合などの集乳車、送乳車など輸送手段の識別・記録が行われていない。
（４）酪農組合などの一般的なクーラーステーション（貯乳タンクなどの集出荷施設）での生乳の受入れ管理には手書き台帳
　　　が用いられており、受入作業が非効率であるだけでなく、事故が発生した場合の流通経路の特定に時間を要する。

●システムによる解決策

（１）搾乳・出荷可能な搾乳牛を判定・特定する。
（２）搾乳牛とバルククーラーを紐付ける。
（３）集乳車、クーラーステーション貯乳タンク、送乳車を特定し、紐付ける。
（４）搾乳牛、バルククーラー、集乳車、クーラーステーション貯乳タンク、送乳車、乳業メーカーなどの入出荷先の情報を
　　　マスター化し、処理の効率化を支援する。
（５）上記の情報の一元管理により、生乳チェーントレーサビリティを実現する。
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生乳流通トレーサビリティシステム（ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所）

インターネット

バルククーラー
ロットＤＢ

集乳車
ロットＤＢ

ｸｰﾗｰｽﾃｰｼｮﾝ
貯乳タンク
ロットＤＢ

送乳車
ロットＤＢ

乳業メーカ
ロットＤＢ

ロットポイント（生乳ロットを管理記録する対象）

ロットポイント
マスタＤＢ

送乳車集乳車 乳業ﾒｰｶｰｸｰﾗｰｽﾃｰｼｮﾝ貯乳ﾀﾝｸ乳牛 ﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰ

ﾛｯﾄポイント番号

データ
ベース

ＡＳＰ
アプリ
ケーション

ﾛｯﾄポイント名称

８００－１０１

送乳車１号

０１

３０ｔＡタンク

８００－００１

集乳車１号

００００１

生産者Ａ

４２３１

名号Ａ

００１

Ａ乳業

受け渡し日時 06/12/11-15:0006/12/11-13:0006/12/11-11:0006/12/11-08:0006/12/11-06:00

生乳流通履歴登録 生乳流通履歴検索マスター登録

（１）搾乳牛、バルククーラー、集乳車、クーラーステーション貯乳タンク、送乳車、乳業メーカーなど各ロケーションでの
　　　生乳を格納する容器・施設を、生乳が｢合乳｣(統合)、｢分割｣する際の受け渡しの単位（ロットポイント）とする。
（２）ロットポイントでの生乳の受け渡し時に、前後のロットポイントと日時を指定し、ロットの特定と紐付けを行う。
（３）ロットポイントの識別コードや媒体は既存のコード体系や媒体利用を考慮し、利用者が任意に設定できる。
（４）ロットポイントでの記録時に、システム内部でユニークなインデックスコードを自動採番する。
（５）インデックスコード情報を、前後のロットポイントＤＢに格納することで、
　　「ある時点でのロットポイント同士の紐付け」＝「ロットの紐付け」を実現する。
（６）ロットポイントの属性情報をマスター化する。

開発したシステムの概要 - 生乳流通トレーサビリティシステムの概要 -
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●流通履歴登録

　ロットポイントを選択し、受入日時、ロット番号を記録すると同時に、受入元（川上）のロットポイントを選択する。
　受入元の日時、ロット番号、乳量などの情報が引き継がれ、合計乳量を自動計算する。

【集乳車での登録（例）】

日付と時間
を登録

乳量自動
計算

ロット番号(任意)

日付と時間、乳量を確認

受入元となる生産者の
バルククーラーを選択

【クーラーステーションでの登録（例）】

受入元となる集乳車を選択

クーラーステーションを選択
集乳車を選択

【バルククーラー】 【クーラーステーション貯乳タンク】【集乳車】

紐付け 紐付け

開発したシステムの概要 - 生乳流通トレーサビリティシステムの機能(1) -
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●流通履歴検索・表示

　指定のロットポイントを基点とした履歴情報を一覧表示する。バルククーラーに紐付く搾乳牛を一覧表示する。
　これにより、チェーントレーサビリティ情報が確認できる。

表示の基点となるロット
ポイントと期間を指定

指定されたロットポイントに紐付
いている全てのロット情報を表示

【流通履歴検索】 【流通履歴表示】

【バルククーラー】 【クーラーステーション】
（貯乳タンク）

【集乳車】【搾乳牛】 【送乳車】 【乳業メーカー】

開発したシステムの概要 - 生乳流通トレーサビリティシステムの機能(2) -

選択された
バルククーラー
に紐付いている
搾乳牛一覧を
表示
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（１）動物用医薬品、飼料の登録情報データベースを構築。
　　　その他配合飼料や病名などのマスター情報を酪農組合と生産者毎に登録・管理できる。

（２）生乳の生産安全管理に必要な管理記録や作業記録などを履歴情報（生乳生産管理チェックシート）
　　　として一元管理する。

（３）動物用医薬品の使用禁止・休薬期間の判定、検査結果の確認など搾乳・出荷時の安全確認を行う。

（４）搾乳・出荷時の判定結果をチェックシートに自動記帳する。

（５）専従者や作業ヘルパーを含めた複数作業者の作業予定管理、携帯メールによる情報連絡を行う。

（６）搾乳・出荷情報は生乳流通トレーサビリティシステムに連動する。

（７）パソコンのＷｅｂブラウザだけでなく、携帯電話で利用できる。

（８）社団法人中央酪農会議の「生乳生産管理チェックシート」および「生乳生産管理マニュアル」に準拠する。

基本情報設定 生乳生産予定表作成 生乳出荷(判定)管理 生乳生産管理チェックシート 生産資材集計

生乳生産使用判定･現場警告 生産資材使用基準照会 トレーサビリティシステム連携

動物用医薬品等
資材登録情報

生産者情報 乳牛固体情報 出荷管理情報安全管理情報

主
な
機
能

主
な
デ
ー
タ

社団法人
日本動物用医薬品協会データ提供

インターネット
で簡単！

開発したシステムの概要 - 生乳生産安全管理システムの概要 -
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●出荷判定・出荷確認・出荷入力

生産者

イ
ン
タ
｜
ネ
ッ
ト

対象特定
処理要求

結果表示

結果印刷

出荷確認

搾乳･出荷判定

●判定対照牛の指定
　・｢搾乳牛｣が既定
　・特定の乳牛や群の選択も可能
●搾乳牛の判定
　①搾乳牛（生育ステージ）
　②出荷停止期間（分娩後５日間）
●動物用医薬品・乾乳軟膏の判定
　③使用禁止期間（最終投薬後）
　④休薬期間（最終投薬後）
●検査結果の判定
　⑤適正検査日
　⑥検査結果

搾乳･出荷確認

●搾乳･出荷する搾乳牛の確定
　・出荷できない搾乳牛の確定
　・出荷できる搾乳牛で、出荷しない
　　搾乳牛の指定
　・出荷する搾乳牛の確定

出荷入力

●出荷情報の記録
　・出荷情報入力
　・バルククーラーの指定

出荷入力

出荷できる
搾乳牛の情報を
一覧で表示

出荷できない
搾乳牛の情報を
一覧で表示

判定結果を
印刷できる

確認ボタンにより
出荷できない
搾乳牛を確定

出荷できる搾乳牛一覧
より、何らかの理由に
より出荷しない搾乳牛
を指定する。
理由の記述が可能

開発したシステムの概要 - 生乳生産安全管理システムの機能(1) -
【出荷判定結果表示】

【出荷確認】
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●生乳生産管理チェックシート
【衛生管理チェックシート一覧表示】 【衛生管理チェックシート入力】

【抗菌性物質製剤等動物用医薬品使用記録】 【飼料給与記録一覧】

衛生管理チェックシート
の内容を一覧で表示。
出荷入力の日時･乳量が
自動転記される

登録ボタン
から明細入力

衛生管理チェックシート
の明細を入力する。
ミルカー、バルククーラー
の洗浄記録など日々の情報
を記録する

獣医師からの
投薬指示書の内容を記録

治療日、病名、使用薬剤名
用法・用量などの治療情報
を記録する。
治療予定内容のメール通知
を設定する

判定ボタンで
投薬指示書
の内容で判定

判定

搾乳牛、乾乳牛などの生育ステージ別
飼料種類別に飼料給与記録を一覧表示。
別画面から配合履歴を参照し、変更・
適用できる

開発したシステムの概要 - 生乳生産安全管理システムの機能(2) -
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●モバイル生乳生産管理メニュー
【ログイン画面・生産者メニュー】 【出荷判定】 【出荷確認】

【衛生管理チェックシート】

【予定表表示・作成】●予定表作成

【出荷入力】

●出荷判定・出荷確認・出荷入力

搾乳牛の
明細表示

搾乳牛の
明細表示

ア：アルカリ洗浄
酸：酸性洗浄
殺：殺菌剤
動：正常に動作

【動物用医薬品投与記録】

医薬品投与など
治療情報を登録。
病名、薬剤名など
マスタ情報を

表示・選択できる

医薬品投与予定など特定の作業
者へ事前にメール通知できる

機能
選択

カレンダー
を表示

開発したシステムの概要 - 生乳生産安全管理システムの機能(3) -

●生乳生産管理チェックシート

作業者などは事前に設定した
内容から選択・登録できる。
専従者や作業ヘルパーなどへ
内容をメール通知できる

9
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産地 卸売会社Ａ 仲卸／配送センターａ 小売①
店頭POP

小売②

小売③
店頭POP

小売④

仲卸／配送センターｂ

分割

分割

分割の際に
QRコードを
新たに発行

分割

●識別記号(必須項目)
　・出荷元(産地)コード
　・品目･品種コード
　・ロット番号

開発したシステムの概要 ‒ 青果の簡易なチェーントレーサビリティの実現 -

●青果トレーサビリティの現状の課題

　流通事業者における流通トレーサビリティシステム導入の様々な課題の中で、特に小規模事業者では、
（１）情報管理のための設備投資や情報機器などの費用負担はあまり掛けられない。
（２）人件費の問題から、誰でも簡単にかつ効率的に処理できるシステムが必要。

●システムによる解決策

（１）携帯電話など安価で普及性のある情報端末を採用する。
（２）入出荷先など流通履歴の基本情報をマスター化し、簡易かつ効率的に選択･登録できるようにする。
（３）流通履歴の必要最低限の情報を記録し、第３者機関（ＮＰＯ）で一元管理する。
（４）ＪＡＮコードなど各種コードの取り込みにより運用の柔軟性を確保する。
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集出荷団体 流通･加工業者 小規模小売業者生産者

青果流通トレーサビリティシステム（ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所）

入出荷
マスター

オプション
コードマスター

流通履歴
ＤＢ

ロット番号
管理ＤＢ

インターネット

マスター登録 流通履歴検索

データ
ベース

ＡＳＰ
アプリ
ケーション

http://nnavi.org/ts/?LT=1234&okuri
=900010&motoCD=0011&motoNA
ME=ＪＡひがしうわ
&sakiCD=210&sakiNAME=千住
&date=20060531&suuryou=4&hin
moku=温州みかん
&hinsyu=○○○&hinCD=1020&JA
N=4900001000029&SEICA=0001

ロット番号：1234
送り状コード：900010
出荷元コード：0011
出荷元名：JAひがしうわ
出荷先コード：210
出荷先名：東京千住青果
出荷日：2006/11/29
数量：4
品目・品種コード：1020
品目名：温州みかん
品種名：○○○
出荷元JANコード：4900001000029
SEICAコード：0001

ＱＲコード
の発行

出荷
処理

出荷
処理

入荷
処理

入荷
処理

履歴
検索

履歴
検索

履歴
検索

履歴
検索

開発したシステムの概要 ‒ 青果流通トレーサビリティシステムの概要 -

流通入出荷情報登録

（１）出荷元コード(産地)、品目・品種コード、ロット番号と自動認識可能なシンボルを含む
　　　ＱＲコードを出力する。
（２）各事業者の携帯電話でＱＲコードを認識し、格納されたＵＲＬ情報からＡＳＰシステムへ
　　　アクセス、入荷・出荷情報を登録する。
（３）出荷元(産地)を特定するコードはＪＡコードを使用する。
（４）品目・品種コード、ロット番号は既存のコード体系を考慮し、利用者が任意に設定できる。
（５）ＪＡＮコードなど任意の情報をオプションで登録できる。
（６）ロットは出荷元(産地)の送り状を単位とする。流通過程でロットが変更になる場合は、
　　　新たなロット単位でＱＲコードを再発行する。
（７）入出荷先の属性情報をマスター化する。
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●流通入出荷情報登録

【産地での出荷処理】

●流通履歴検索・表示

ＱＲコードに格納された
出荷先や数量を自動表示
するため、確認・記録が
素早く処理できる。日時
はシステムが自動記録

【流通履歴表示】

【卸売会社・仲卸会社および小売店での入荷処理】

出荷元が記録した出荷情報と
自動表示される入荷元情報を
確認して登録。数量に変更が
ある場合は変更後登録する

出荷元と同様に事前登録した
任意のオプション情報を登録
できる

日時はシステムが自動記録

入荷処理を選択

ＱＲコード
読み取り

ＱＲコード
読み取り

【卸売会社・仲卸会社での出荷処理】

ＱＲコード
読み取り

ＱＲコード
読み取り

出荷処理を選択

事前登録済の出荷先一覧が表示される
各出荷先毎の分荷数量を登録する
出荷同様にオプション情報を登録できる

【携帯電話での処理】

ＱＲコード
から直接表示

条件
指定

【Ｗｅｂブラウザの流通履歴表示】

【オプションコードマスター設定】

ＱＲコード
読み取り

開発したシステムの概要 ‒ 青果流通トレーサビリティシステムの機能 -

ＱＲコード
読み取り

ﾛｯﾄ
選択

ＪＡＮコードなどオプシ
ョンコードが指定できる
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（１）農薬、肥料の登録情報データベースを構築。
　　　その他作物、ほ場などのマスター情報をＪＡなどの集出荷団体と生産者毎に登録・管理できる。

（２）青果、果樹、水稲など品目全般に対応。

（３）ＪＡなどの集出荷団体毎に独自の防除基準、防除・栽培計画を作成する。

（４）防除基準や防除・栽培計画の作成から栽培、出荷まで生産・出荷段階における様々な段階での農薬・肥料などの
　　　生産資材の適正使用事前判定と警告を行う。判定結果を生産履歴情報として自動記帳する。

（５）特別栽培認証制度に対応した防除基準と防除・栽培計画の作成と資材適正使用判定を行う。

（６）出荷時のＱＲコードによるロット情報の発行など流通トレーサビリティシステムに必要な情報を作成する。

（７）ほ場の範囲を指定し、複数のほ場・品目での資材適正使用判定を行ない、地図システムによりビジュアルに表示する。
　

（８）携帯電話やＯＣＲなど多様な入出力デバイスに対応する。

（９）農業ナビゲーション研究所での集中一元管理によるＷｅｂＡＳＰシステムにより、全国均一なサービスを提供する。

農薬・肥料など
農業生産資材全般
の共通ＤＢ提供

主
な
機
能

主
な
デ
ー
タ

農薬・肥料など
資材登録情報

防除・栽培
計画情報

生産者情報 出荷管理情報生産履歴情報

農薬・肥料など
農業生産資材全般
の事前判定・警告

農薬・肥料など
農業生産資材全般
の履歴自動記帳

ロット番号などの
出荷情報管理と
ＱＲコードの発行

地図上での近隣ほ場
を含むドリフト可能性
ビジュアル判定

社団法人
日本植物防疫協会

農林水産省
消費・安全局
農産安全管理課

データ提供

インターネット
で簡単！

開発したシステムの概要 ‒ 生産資材適正使用安全管理システムの概要 -
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●独自使用基準と防除・施肥等栽培計画の判定・作成、栽培履歴情報の判定
【独自使用基準入力・判定】

【肥料の基準明細入力】

【防除・施肥等栽培計画入力・判定】

【防除・施肥等栽培履歴判定結果】
　

法定基準を基に農薬・肥料の独自仕様基準
を作成する。特別栽培認証制度に対応した
基準も作成できる

生産グループ、栽培方法、仕向
け先などの分類を登録できる

肥料の希釈倍数、
使用料使用回数、
使用時期など
の基準を判定・
登録する

農薬、肥料、その他資材
作業の計画を作成する

栽培履歴情報の判定結果
を表示した例

開発したシステムの概要 ‒ 生産資材適正使用安全管理システムの機能(1) -
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【出荷管理情報入力】 【判定範囲指定】

●ＯＣＲ履歴記入用紙作成

●ドリフト可能性ビジュアル判定

【果樹用生産工程管理表】　　　　　　　　　　　　　　　　 【共通・薬剤防除実績】

●出荷情報管理

【判定結果表示】

判定するほ場の範囲を
半径(ｍ)で指定する

出荷日、出荷先、品目、数量
などの出荷情報を登録する

【ＱＲコード印刷確認】

ＱＲコードの内容確認
と印刷ができる

開発したシステムの概要 ‒ 生産資材適正使用安全管理システムの機能(2) -

近隣ほ場相互の資材適正
使用判定を行なう。
結果をほ場地図システム
上に表示する

果樹、野菜、水稲用の専用帳票を出力する。
読み込み処理後は、ＯＣＲ変換されたデータに
加えて、イメージデータも一元管理する
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農
薬
投
与
事
前
判
定

農
薬
投
与
履
歴
記
帳

肥
料
投
与
履
歴
記
帳

栽
培
履
歴
参
照

栽
培
計
画
参
照

８．JANコードから
JANコードを読み取る

８．JANコードから
JANコードを読み取る

登録済みの履歴
を参照する

防除・栽培計画を参照して、
履歴明細として登録する

肥
料
投
与
事
前
判
定

16

●携帯電話による操作

開発したシステムの概要 ‒ 生産資材適正使用安全管理システムの機能(3) -

判定結果を確認農薬判定を行なう

７．画像添付（なぜ）
８．画像添付（どのよ
うに）にて、画像を
貼付できる

７．画像添付（なぜ）
８．画像添付（どのよ
うに）にて、画像を
貼付できる

９．位置情報添付にて
ＧＰＳから位置情報を
取得、添付できる

９．位置情報添付にて
ＧＰＳから位置情報を
取得、添付できる

肥料判定を行なう

一覧にない場合は、
登録番号を入力
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実証試験の対象 ‒ 生乳分野 -

乳
業
メ
｜
カ
①

酪農組合等集荷団体

ﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰ
集乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

ｸｰﾗｰ
ｽﾃｰｼｮﾝ

(貯乳ﾀﾝｸ)
生産者

ｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

生産者Ａ

ﾊﾞﾙｸｸｰﾗｰ

生産者Ｂ

生産者

ｻﾝﾌﾟﾙ

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ

集乳車

ｻﾝﾌﾟﾙ集乳車ａ

集乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

集乳車

ｻﾝﾌﾟﾙ集乳車ｂ

送乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

送乳車

ｻﾝﾌﾟﾙ送乳車ｃ

送乳車

ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ

送乳車

ｻﾝﾌﾟﾙ送乳車ｄ

分割

乳
業
メ
｜
カ
②

統合
(合乳)

統合
(合乳)

 

台帳
管理

シ
ス
テ
ム
化

生産者

乳牛
耳標

耳標

耳標 出荷できない乳牛
の判定･照会、出荷
する乳牛の確定

搾乳機の
　取り付
け

ＯＫ

ＯＫ

ＮＧ

搾乳
出荷

搾乳

搾乳
出荷

統合
(合乳)

●対象品目：　生乳
●取扱規模：　①生産者戸数： 　　１０戸　 （農協全体７３１戸）　　　　　　　　　
　　　　　　　②搾乳牛頭数： 　　５０９頭 （農協全体３９，１２８頭）
　　　　　　　③バルククーラー数： 　　１０基（生産者各１基）
　　　　　　　④出荷乳量： 　　７１，１８２リットル　※日量１４，２３６リットル

（農協全体２１１，８３７トン・年間）
　　　　　　　⑤集乳車： 　　１０台 （農協全体１１台）
　　　　　　　⑥クーラーステーション：　２箇所 （宇都宮ＣＳ、那須高原ＣＳ）

　　貯乳タンク 　　１１経路 （農協全体４７経路）
　　　　　　　⑦送乳車： 　　２６台 （農協全体４７台）
　　　　　　　⑧乳業メーカー： 　　１８事業者 （農協全取引先８４事業者）
●実証期間：　平成１８年１２月１１日（月）～１６日（土）　※但し、生産実証は事業終了まで継続
●参加事業者：①酪農とちぎ農業協同組合職員および管内生産者
　　　　　　　②栃木明治牛乳株式会社
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実証試験の対象 ‒ 青果分野 -

●対象品目：　温州みかん、ラ・フランス　（生産実証のみ）さくらんぼ、食用菊
●取扱規模：　①出荷数量： （温州みかん）　３２ケース（５Ｋｇ箱）

（ラ・フランス）３０ケース（４Ｐパック×６）
　　　　　　　②卸売業者数： ２事業者
　　　　　　　③中卸業者数： ２事業者
　　　　　　　④小売店舗数： ４店舗
●実証期間：　①愛媛：平成１８年１２月１１日（月）～２３日（土）※但し、生産実証は事業終了まで継続

　②山形：平成１８年１２月　４日（月）～１６日（土）※但し、生産実証は事業終了まで継続
●参加事業者：①産地：

　　・ＪＡひがしうわ明浜共選場（愛媛県）生産者３４０戸、主要品目：温州みかん、伊予柑、ぽんかん
　　・ＪＡやまがた（山形県）　正組合員１１、７１３戸、主要品目：さくらんぼ、ラ・フランス、りんご
　　・ＪＡてんどう（山形県）　正組合員３，５５７戸、主要品目：さくらんぼ、ラ・フランス、りんご

　　　　　　　②卸売業者： 東京千住青果株式会社、横浜金港青果株式会社
　③中卸･配送業者： 全日食チェーン商業協同組合連合会、全日本食品株式会社、水信商店株式会社
　④小売店舗： 株式会社ケンゾー、株式会社富分、株式会社横浜水信

産地 卸売会社Ａ 仲卸／配送センターａ 小売①
店頭POP

小売②

小売③
店頭POP

小売④

仲卸／配送センターｂ

分割

分割

分割の際に
QRコードを
新たに発行

分割

●識別記号(必須項目)
　・出荷元(産地)コード
　・品目･品種コード
　・ロット番号
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●流通段階
（１）システムの動作確認と業務仕様の実行確認
　　・現場のニーズに応じて、経路番号や運転者番号など任意の情報設定により、集乳車と送乳車の特定と記録ができた。
　　・安全管理の確認が担保された搾乳牛とバルククーラーの紐付けが実現した。
　　・集乳車・送乳車の特定と合わせて、搾乳牛からバルククーラー、集乳車、クーラーステーションの貯乳タンク、送乳車
　　　乳業メーカーまでの一連のロット情報を一元的かつ簡易に管理できた。
（２）事業者にとっての効果
　　・何らかの問題が発生した場合の影響範囲を迅速に把握し、回収等の処置を容易にできる。
　　・｢合乳｣(統合)、｢分割｣の内容を容易に確認できる。
　　・出荷時のバルククーラーに紐付く搾乳牛の特定に加えて、個々の搾乳牛の動物用医薬品の投与記録や衛生管理情報など
　　　生産履歴情報を確認できる。

● 生産・出荷段階
（１）システムの動作確認と業務仕様の実行確認
　　・耳標個体識別番号等で識別した乳牛に対して、動物用医薬品の使用禁止期間・休薬期間や出荷停止期間、検査結果など
　　　の安全管理内容の判定・確認ができた。
　　・実際に出荷する搾乳牛の確定処理によるバルククーラーと搾乳牛の紐付けができた。
　　・生乳生産安全管理に必要な乳牛個体情報の管理ができた。
　　・携帯電話による情報の検索・記録機能により、専従者や作業ヘルパーなど複数作業者による操作や情報共有ができた。
（２）事業者にとっての効果
　　・生乳の搾乳時の判定・確認により安全・確実な出荷処理が実現できる。
　　・生乳生産安全管理の信頼性を担保できる。
　　・携帯電話の利用により記録・確認作業の効率化と即時処理が可能になる。
　　・作業者だけでなく集出荷団体と生産者の間の情報共有が可能になる。
　　・集出荷団体による生産指導、計画生産などに活用することができる。

実証した事項と、得られた成果 ‒ 生乳分野 -

生産現場での簡易な利用　　システム投資の抑制　　組織的かつ全国的な普及
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●流通段階
（１）システムの動作確認と業務仕様の実行確認
　　・ＱＲコードによるロットの識別とＪＡＮコードなど多様なコードをオプション情報の取り込みができた。
　　・携帯電話による即時かつ簡易な情報の検索・記録ができた。
　　・入荷元・出荷先など基本情報をマスター化し活用することで、処理の効率化を実現できた。
（２）事業者にとっての効果
　　・ＱＲコードを貼付可能な全ての生鮮食品等に適用できる。
　　・全国の全てのＪＡで利用できる。
　　・流通履歴を第三者機関(ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所)が一元管理することから信頼性が担保される。
　　・ＱＲコード、携帯電話、インターネットの組み合わせにより、極めて安価で簡易な運用が可能となり、小規模事業者へ
　　　の普及が期待できる。　　

●生産・出荷段階
（１）システムの動作確認と業務仕様の実行確認
　 ・農薬に加えて肥料など広範な生産資材の使用計画、使用履歴に基づく事前判定・現場警告が実現できた。
　　・携帯電話やＯＣＲなど多様なデバイスに対応した資材判定および自動履歴記帳を実現できた。
　　・地図システムとの連動により、ポジティブリスト制度に関連した農薬の使用計画と履歴情報に基づくドリフトの可能性
　　　を判定し、かつビジュアルに表示することができた。
（２）事業者にとっての効果
　　・農業生産資材全般の適正使用が可能になる。
　　・ポジティブリスト制度に対応したドリフト対策に有効である。
　　・生産現場での簡易な利用やシステム初期投資の大幅な抑制など普及性が高い。
　　・生産履歴を第三者機関(ＮＰＯ農業ナビゲーション研究所)が一元管理することから信頼性が担保される。
　　・流通トレーサビリティシステムとの連携による確実なチェーントレーサビリティを実現できる。

　　生産資材適正使用ナビゲーションシステムと統合された小規模事業者に導入可能なトレーサビリティ・システムの実現！

実証した事項と、得られた成果 ‒ 青果分野 -



　
補足資料

平成18年度ユビキタス事業事後評価会
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データ提供元

●日本動物用医薬品協会
●農林水産省消費・安全局
　農産安全管理課
●日本植物防疫協会

システムベンダー

●ソリマチ
●富士通
●日本電気
●三菱電機エンジニアリング
●アグリコミュニケーションズ

エンドユーザー（生産）

●生産者
●集出荷団体（酪農組合・ＪＡなど）
●行政機関（県庁など）

エンドユーザー（流通）

●集出荷団体（酪農組合ＪＡなど）
●流通・加工業者
●小売業者
●消費者

提
供
サ
ー
ビ
ス

データ提供

●データ配信

●データ取得

●データ照会

●データ利用申込

システム連携

●生乳生産履歴連携

●生産資材使用判定

●防除･施肥等栽培履歴連携

アプリケーション（適用業務）提供

●生乳生産安全管理

●生産資材適正使用安全管理

●ドリフト可能性ビジュアル判定

●生乳流通管理

●青果流通管理

対
象
シ
ス
テ
ム

生産資材共通基盤データベースシステム

●データ配信プログラム
●データ取得サービス
●データ照会アプリケーション
●データ利用申込アプリケーション

●生乳生産履歴連携
　トレーサビリティ連携サービス
●生産資材使用判定
　アプリケーション／サービス
●防除･施肥等栽培履歴連携
　トレーサビリティ連携サービス

生産資材適正使用安全管理システム

●生乳生産安全管理システム
　・生乳出荷（判定）管理システム
　・生乳生産予定表作成システム
　・生乳生産管理チェックシートシステム
　・生乳生産使用判定･現場警告システム
　・生産資材使用基準照会システム
　・生産資材集計システム
　・トレーサビリティシステム連携

●生乳流通トレーサビリティシステム
　・生乳流通履歴情報登録
　・生乳流通履歴照会

流通トレーサビリティシステム

●生産資材適正使用安全管理システム
　・生産資材使用基準作成システム
　・防除･施肥等栽培計画作成システム
　・防除･施肥等栽培履歴管理システム
　・生産資材使用判定･現場警告システム
　・出荷管理システム
　・トレーサビリティシステム連携
●ドリフト可能性ビジュアル判定
　・ほ場地図作成
　・隣接ほ場影響判定

●青果流通トレーサビリティシステム
　・流通入出荷情報登録
　・流通履歴検索表示

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

●基盤データベース
　・動物用医薬品
　・飼料
　・農薬
　・肥料
●管理データベース
　・ユーザー管理
　・ログ管理

●生乳生産安全管理データベース
　・生乳生産安全管理チェックシート
　・牛固体管理
　・生乳出荷（判定）管理
●生産資材適正使用安全管理データベース
　・生産資材使用基準
　・防除･施肥等栽培計画／栽培履歴
●生乳流通トレーサビリティデータベース
●青果流通トレーサビリティデータベース

サ
ー
ビ
ス
対
象

開発したシステムの概要 ‒ システム全体の構成･体系 -
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平成1８年度システムの特長

各ＪＡの要件に合わせて、データセンターで汎用的に対応可能。

他システムなどとのダイナミックな連携が容易。

他のトレーサビリティ・システム
などとの連携

各ＪＡでは、サーバ機器、データベース、アプリケーションソフトの導入と保守が不要。

データセンターでの集中運用によりコストの圧縮が可能。
コスト

上記データセンターに集中配置。

共通利用データベースと個別利用データベースに分割する省資源型。

最新データの入手はセンター一括処理で対応。

データベースの配置

ＮＰＯのデータセンターに複数ＪＡ分を集約した台数で集中配置する省資源型。

保守は一括。
サーバ機器の配置

１アプリケーションソフトで複数ＪＡを制御。

ＪＡ固有の要件にも対応できるが汎用性を重視している。
アプリケーションソフトの構造

平成１８年度システム
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事業の実施スケジュール

　
　

８
月
14
日　

事
業
開
始

実証検討委員会

8月 9月 12月11月10月 1月 2月 3月
平成18年 平成19年

項目

期間

部会
検討会

開発

実
証
試
験

▲
第1回
(8/30･東京)

▲
第2回

(2/7･東京)

　　　　　▲第1回(9/11)    ▲第2回(10/17)　

テスト
（実証版）

テスト
（完成版）

報告書など
ドキュメント

作成

　
　

3
月
10
日　

事
業
終
了

生産実証

流通
実証

▲　　　　　　　　　　　　　▲
　評価･検討

▲
機器導入

生
乳
向
け

シ
ス
テ
ム

普
及
啓
発
活
動

開発作業は、実証版と完成版の２段階に別けて行いました。また、実証試験は生乳向けシステムと青果向けシステム別
に行いました。

補足３

青
果
向
け

シ
ス
テ
ム

　　　▲第1回(8/31)   　 ▲第2回(10/16)

生産資材全般の適正
使用基準の判定と
履歴自動記帳

動物用医薬品の適正使用基準
や安全管理基準などの判定と
履歴自動記帳

１次設計･製造

（実証版）

２次設計･製造

（完成版）

生産実証

流通
実証

▲
機器導入

生乳

青果

動作仕様　　
の検証

実用性
の評価

▲　　　　　　　　　　　　　▲
　評価･検討
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産地・集出荷団体

　●酪農とちぎ農業協同組合　※生産者７３１戸、乳牛３９，１２８頭　生乳２１１，８３７トン・年間
　●社団法人中央酪農会議　　　　　●関東生乳販売農協連合会

乳業メーカー

　●明治乳業株式会社 　　　　　●栃木明治牛乳株式会社 ●森永乳業株式会社　

協力機関・団体

　●独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合研究センター・果樹研究所
　●農林水産省消費･安全局畜水産安全管理課・農産安全管理課 ●農林水産省動物医薬品検査所
　●社団法人日本動物用医薬品協会　●社団法人日本獣医師会 ●独立行政法人肥飼料検査所
　●社団法人日本酪農乳業協会　　　●社団法人全国農業改良普及支援協会
　●筑波大学大学院 　　　　　●東京農業大学 ●茨城大学

システムベンダー

　●ソリマチ株式会社 　　　　　●ソリマチハイテクノロジーズ株式会社　●株式会社ＮＴＴデータ
　●富士通株式会社 　　　　　●株式会社アグリコミュニケーションズ　●日本電気株式会社
　●株式会社アームズ

事業実施団体

　●特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所

補足４

実証事業関係者（生乳分野）
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産地・集出荷団体

　●ＪＡひがしうわ明浜共選場（愛媛県）　※主要品目：温州みかんなど柑橘類
　●ＪＡやまがた、ＪＡてんどう、ＪＡ神町、ＪＡ山形東郷、ＪＡさがえ西村山（山形県）
　　※主要品目：さくらんぼ、ラ・フランスなど果実
　●ＪＡ全農山形　

流通・加工、小売段階での協力企業・団体

　●全日食チェーン商業協同組合連合会　　　●全日本食品株式会社　　●株式会社ケンゾー　　　●株式会社富分
　●水信商店株式会社　●株式会社横浜水信　●東京千住青果株式会社　●横浜金港青果株式会社　●東京豊島青果株式会社　

協力機関・団体

　●独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合研究センター・果樹研究所
　●農林水産省農産安全管理課 ●独立行政法人肥飼料検査所 ●独立行政法人農薬検査所
　●社団法人日本植物防疫協会 ●農薬工業会 ●社団法人全国農業改良普及支援協会
　●筑波大学大学院 ●東京農業大学 ●茨城大学 ●愛媛県 ●山形県　
　●農薬ナビ実用化協議会 ●農業情報学会・普及部会

システムベンダー

　●ソリマチ株式会社 　　　　　●ソリマチハイテクノロジーズ株式会社　●株式会社ＮＴＴデータ
　●富士通株式会社 　　　　　●株式会社アグリコミュニケーションズ　●日本電気株式会社

事業実施団体

　●特定非営利活動法人農業ナビゲーション研究所

補足５

実証事業関係者（青果分野）
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